
東浦町高齢者相談支援センターです
(東浦包括支援センター)

東東東東ひがしうらの
ひがしうら社協だより

2025年10月1日号

283vol.

Instagram

東浦社協HP

発行・編集 フォロー＆いいね！してね

Facebook
☎0562-84-3741
　0562-84-3737
h-syakyo@ma.medias.ne.jp

【下半期】福祉センター　アラカルト（参加費：無料） 

居場所 不登校・ひきこもりをはじめ、日々の生活に生きづらさを感じている本人
や家族が、思い思いの時間を過ごせるフリースペース(若者ひろば)を提供
しています。一歩踏み出して、誰かと時間を共有してみませんか。
まずは相談だけでもどうぞ！長年にわたり支援に携わってきた心の相談員
が寄り添います。家族のみの相談も可能です。（個別相談は要予約）

臨床心理士による不登校やひきこもりに関する相談をお受けします。
抱えている不安や悩みがありましたら「こんなこと・・」と思わず、お気
軽にご相談ください。（要予約　1人30分程度） 

毎月第1・3木曜日
（※開催日が変更する場合があります。）

１３：００～１７：００
(１１月は２０日、2７日)
(１月は１５日、２９日)

毎月第2火曜日
１２：００～１５：００

臨床心理士
相談

~居場所と相談~

介護や認知症など、高齢者の生活でのご相談は、

営業時間:平日8:30～17:15（土・日・祝日・年末年始は除く）

東浦町大字石浜字岐路28-2（東浦町勤労福祉会館内）

☎0562-82-2941　　0562-82-2945

　h.hokt@ma.medias.ne.jp
東浦町高齢者相談支援センター

ふくし

10月1日（水） 11：00~14：00 ドミー東浦店

10月６日（月） 10：00~13：00 コノミヤ東浦店

11月6日（木） 11：00~14：00 ドミー東浦店

11月8日（土）   9：30~15：00 にじいろフェスタ

12月1日（月） 10：00~13：00 コノミヤ東浦店

12月4日（木） 11：00~14：00 ドミー東浦店

12月6日（土） 13：00~15：00 イオンモール東浦

12月20日（土） 13：00~15：00 イオンモール東浦
※赤い羽根共同募金運動に関する最新の情報は、
　ＨＰもしくはInstagramにてご確認ください。
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にじいろフェスタでフレイルチェックしませんか？

『介護を担う人のためのメンタルヘルス』～ハートフルケアセミナー～
現在は少子高齢化が進み、介護を担う人口が減少しております。介護をするにあたって、その精神的健康の保持は欠かせません。
今回は講師の方をお招きしてメンタルヘルスについて学びます。こころのケアにつながる良い時間となります！

日時：１１月２６日（水）１０:00～１２:00 場所：東浦町勤労福祉会館　２階　会議室２

各種申込、お問い合わせは下記までご連絡ください。

【要予約】

フレイルとは、「加齢とともに筋力や栄養状態、活動量が少しずつ低下している状態のこと」をさします。
病気ではありませんが、早期発見し生活を整えることで、元気な時間を過ごすことができます。
当日はチェック結果に合わせ、より元気に過ごすための運動教室や脳トレ教室など、
地域の活動をご紹介します！所要時間は15分程度です。

ご参加いただいた方には、豪華！？景品をプレゼント！！★お気軽にご参加ください★

日時：１１月８日(土)９:00～ 場所：東浦町福祉センター ※産業まつりと同時開催

※概ね６５歳以上の方が対象です

参加費

無料

『知ってほしい！高齢者虐待』

虐待が起こってしまう背景にある「介護負担」「孤立」「経済的困窮」「精
神的負担」などを軽減し、養護者（日常的な介護を担っている方）が適切
に介護を続けられるよう支える支援です。
虐待は養護者の悪意ではなく、過度のストレスや介護力不足、養護者を
支える力が不足していることから生じる可能性があります。養護者支援
は「高齢者を守る」だけでなく、「養護者を支える」ことで虐待を未然に防
ぎ、双方がより良い生活を送れるようにするための大切な支援です。高
齢者相談支援センターでは、高齢者虐待について出前講座を実施して
おります。事業所、施設、サロンなどの団体様や住民の皆様（４名以上）
からの申し込みを受け付けています。お気軽にお申し付けください。

主におひとりで介護をされて
いる方にむけた集いの場です！
（おふたりでも大歓迎！！）
かわいいパフェを作りながら、楽しいひととき
を過ごしませんか？
お父様やお母様をはじめ、生活をともにする
方と一緒にお越しいただくこともできます♪

１０:00～１２:３０日時：１０月４日（土）
場所：東浦町福祉センター にじいろひろば

【参加費無料】

『シングル介護者カフェ』

～憩いの時間～【要予約】

「養護者支援」ってなあに？

こんにち
は

本誌におけるお問い合わせは、東浦町社会福祉協議会まで 営業時間:平日8:30～17:15（土・日・祝日・年末年始は除く）

東浦町大字石浜字岐路23-1（東浦町福祉センター）　☎0562-84-3741 　　h-syakyo@ma.medias.ne.jp

※「東浦町高齢者相談支援センター」「東浦町総合ボランティアセンターなないろ」に関する内容は、各問い合わせ先までご連絡ください。
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東浦町総合ボランティアセンターなないろ
〒470-2102　東浦町大字緒川字屋敷弐区 61-1　☎ 0562-51-7697

E-mail：nanairo@ma.medias.ne.jp　

開館時間：9：30 ～ 20：00（日・月曜・祝日休館 ※火曜日のみ21：00まで）

【申し込み・問い合わせ】

CSW
（コミュニティソーシャルワーカー）

公共料金の支払いや

お金の出し入れを

手伝ってほしい。

福祉サービスを使いたいが、

利用の方法がわからない。

日常生活自立支援事業

こんな時、

ご相談ください

障がいがある方や判断能力に不安のある高齢の方に、

福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理のお手伝い、

通帳などの重要な書類のお預かりをします。(利用料がかかります )

日常生活自立支援事業はご本人の意思に基づいて行う事業です。

そのため、ご本人の意に反して契約したり、ご本人の行った契約行為を取り消すことはできません。必要な際には成年後見制度におつなぎします。

行政関係の書類がたくさん来るが、

どう手続きしたらいいか

わからない。

大事な書類や

通帳を失くしてしまう。

日常生活自立支援事業を
利用して

Aさん（80代ひとり暮らし）

これまでヘルパーを利用しながら、ひとり暮ら

しを続けていたAさん。最近認知症の症状か

ら、公共料金を支払ったかどうかわからなく

なったり通帳を失くしてしまったりすることが

出てきて、不安なご様子です。

＜一例として＞

・必要なお金の引き出しやヘルパーの利用料支払

いを社会福祉協議会が代行。

・公共料金の口座引落手続きをお手伝い。

・通帳を金庫で預かり。

・生活費を１週間ずつに分けてご本人にお渡し。

毎月、CSWは各地区に出向いて「ふくし何でも相談」を開催しています。

どこに相談したら良いのかわからない悩みごともお気軽にお聞かせください。相談は予約不要・無料です。

ふくし何でも相談ふくし何でも相談CSWによる
（コミュニティソーシャルワーカー）

ふくし何でも相談CSWによる
（コミュニティソーシャルワーカー）

森岡地区

緒川地区

緒川新田地区

石浜地区

生路地区

藤江地区

こんな相談がありました…

森岡コミュニティセンター

緒川コミュニティセンター

巽ケ丘ハイツ集会所

県営東浦住宅集会所

生路コミュニティセンター

藤江コミュニティセンター

毎月第２木曜日　  9：30 ～ 11：30

毎月第１月曜日　  9：30 ～ 11：30

毎月第２火曜日　14：00～ 15：30

毎月第３木曜日　10：00～ 11：30

毎月第３木曜日　14：00～ 15：30

毎月第４月曜日　  9：30 ～ 11：30

KURUMA・ザ・トーク
車座 vol.3

車座は社会問題や地域の抱える課題など、
特定のテーマを決めてゲスト講師の話を
聞きながら学びを深める講座です。

読み聞かせボランティア
養成講座

ゲスト講師 ゲスト講師

すでに読み聞かせボランティアを始めている方！これからやって
みようと思っている方！プロの指導者から読み聞かせを学ぶこと
ができます。
読み聞かせに関する活動をされているボランティア団体さんから
ボランティア活動の体験談も聞けますよ！ご興味・ご関心のある
方はぜひご参加ください！

読み聞かせボランティア
養成講座

すでに読み聞かせボランティアを始めている方！これからやってて
みようと思っている方！プロの指導者から読み聞かせを学ぶこと
ができまきます。す。

絵本の読み聞かせが

あっという間に上達する講座
イベントの周知や活動の魅力を伝える際、たくさんの人の心に
刺さるキャッチコピーが欲しいと考えたことはありませんか？
「人が集まる・共感を呼ぶキャッチコピー」を作るコツをプロの
視点からお伝えします！ぜひ、この機会にご参加ください。

KURUMA・ザ・トーク
車座 vol.3

車座は社会問題や地域の抱える課題など、
特定のテーマを決めてゲスト講師の話をの話を
聞きながら学びを深める講座です。。

KU

イベイベントントの周の周知や活動の魅力を伝える際、たくさんの人の心に
刺さるキャッャッチコピーが欲しいと考えたことはありまりませんか？
「人が集まるまる・共感を呼ぶキャキャッチッチコピー」を作るコるコツをツをプロのの

心に刺さる！
キャッチコピーの作り方

一般社団法人読み聞かせ教室ブレーメン
 まの よしみ

真野 好美氏
読み聞かせ教室ブレーメン・インストラクター

読み聞かせ教室ブレーメン・サポーター

10 月3日（金）より電話・申込みフォームにて

10 月18日（土）10：30～12：00
東浦町総合ボランティアセンターなないろ

町内在住・在学・在勤の方

20名【先着順】 無料

見守り託児をご用意します。お子さまと一緒にご参加いただけます。

参加者
大募集

10 月18日（土）13：30～15：30
東浦町総合ボランティアセンターなないろ

町内在住・在学・在勤の方

20名【先着順】 無料

10月3日（金）より
電話・申込みフォームにて

申込みフォーム

なないろHP

申込みフォーム

まち楽房（有）クリエイティブディレクター
 さかきばら まりこ

榊原 真理子氏
名古屋市にてワークショップやフューチャーセッションなど「対話」から

「価値」を創造する住民参画・協働型まちづくりに取り組んでいる。

また、大学などでの講義をはじめ、自治体職員研修や企業研修など

も数多く実施している。

東浦町社会福祉協議会ではケアマネジャーや相談支援専門員のみなさま、
関係機関と連携して個別避難計画の作成を進めています

現在、個別避難計画の作成を順次進めています。作成対象となられた方には

ご案内させていただきますので、ご協力をお願いいたします。

～避難行動要支援者登録をしているみなさまへ～

高齢者や障がい者など、災害時にひとりで避難することが

困難な方（避難行動要支援者）について、誰が支援するか、

どこに避難するか、どのような配慮が必要かなど、

一人ひとりの状況に合わせて作成する個別の避難計画のことです。

この計画は、いざという時に自分の命を守るための大切な計画です。

（避難時の支援をお約束するものではありません。

また、支援者が法的な責任や義務を負うものではありません。）

計画の作成をきっかけに、防災意識を高め、

日ごろから支援者や地域とのつながりを積極的に持つことが重要です。

個別避難計画とは？

家族の相談から支援につながったケース
家族の方から一緒に住んでいる弟さんについて、「自宅で過ごす時間が多く、一歩外に

踏み出すことが難しいようである。」との相談を受けました。何度か訪問させていただき、

自然な形で弟さんとつながりを持つことができました。

福祉サービス
不登校

ひきこもり

経済的な

問題
仕事

など

他にも

（※祝日等により開催日が変更となる場合があります。）
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